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論文内容の要旨

本論文は有機金属の特徴を活用する新規合成反応の開発を目的として行なわれたものである、

有機合成反応への開発が従来始んど行なわれていない均一系ルテニウム銑体触煤句むよび，入手容易

なオレフインあるいはアセチレンを活用できる有機ホウ素化 fT物を用いて，それぞれの合同の特徴的

な反応の開発を行った。

第 1 編では，ルテニウム錯体のヒドロキシ基に対する税不11'i"Þ.と水素移動fiE を干IH日して，アルコール

と第一アミンからの選択的第二アミン合成法を開発した。

第 2 編では，ハロゲン_ Spl 炭素結合への遷移金属錯体の酸化的付加反応を用いて，ハロゲン化

ピニルをアルキル化あるいはアリール化して，オレフインの立体選択的合戒を行なったの

第 3 編および第 4 編では，有機ホウ素化 fT物 k かルボニルの synthon であるリチウムアルジミンと

の反応により，非対称ケトン，および二種の異なったアルキル基を有する第三アルコールの合成j去を

開発した。また，アセチレン体をハイドロボレーションして， さらにアルケニル銅に変換 iえ円安/、ロ

ゲン化物と反応させ， (E) 一 α ， β- 不飽和ケトンを立体選択 (I'~ に得る方法を開発した。

第 5 編では，有機ホウ素化合物がI'LJ配位アート錯体を容易に形成する特性に者目して.ベンタンー

1 , [)ージ(マグネシウム=プロミド)を!日いれば二 トリアルキルボランを文れιr る Grignard .h\剤

に選択的に変換できることを見い出した。

また， 上 IÎ己の新規合成反応を応用して，昆虫フェロモンを入手しやすい原料から立体選択的に高収

率で合成することにより，上記の反応の有用性を実証した。
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論文の審査結果の要旨

本論文はルテニウム錯体および有機ホウ素化合物の特徴を活用して新しい合成反応を開発したもの

である。すなわち，ルテニウム錯体の水素移動反応触媒としての特性に着目して アルコールより第

二アミンを，またハロゲン _Sp2 炭素結合に対する酸化的付加のしやすさに着目してオレフインを，

それぞれ選択的に合成する反応を開発じている。また有機ホウ素化合物がアート錯体を形成しやすい

持性を用いて非対称ケトン ， (E)-a ， β一不飽和ケトン，第三アルコール等の合成法を開発している。

さらに，有機ホウ素化合物から Grignard 試剤への選択的変換反応を発見し，この反応を応用してオ

レフインを原料とするオレフインの立体選択的合成法を開発し，昆虫フェロモンの合成を行なってそ

の有効性を実証している。

以上のように，本論文は元素の特徴を巧みに活用することによって新しい型の反応を開発し，これ

を用いる種々の合成反応を確立したもので，有機合成化学，触媒化学に寄与する所が大きい O よって

本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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